
活動団体名 （特非）広瀬川の清流を守る会 

取組事業名 ・広瀬川市民会議との協働 

・河川清掃 

・漁協共催五感で感じるアユ、サケ掴みイベント 

・広瀬川何でも相談室 

・川づくり提言・市民協働フォーラム開催 

ホームページ http://www.hirosegawa.com/ 

※HP 掲載：広瀬川 川守り通信（毎月発行） 

市民や企業からの問い合わせ先（連絡先） TEL 022-247-6522 

FAX 022-290-3205 

E-mail info@hirosegawa.com 

活動・開催場所 １．広瀬川大橋下流左岸「伊達家当主、主催アユイベント」 

２．広瀬橋上下流域「清掃、アユ・サケイベント」 

事業紹介 

 

１９９９年５月、市の「広瀬川の清流を守る条例」の趣旨である市民協働の理念を基に法人設立。 

 

本会活動は、市博物館に展示されている１６００年大橋に擬宝珠に刻まれた「仙人橋下、河水千年、民安

国泰、孰与尭天」略（川の流れの様に国も民も末永く平和に繁栄し、中国の古代帝都に比較する程に）を活

かし、市の象徴である広瀬川の清流保全とその魅力を発信する市民協働活動を展開します。 

 

２０００年、伊達政宗公の仙台開府４００年記念企画として、市と「広瀬川市民会議」を関係団体と立ち

上げ、市民協働による「広瀬川創生プラン」作成に関与。（以下主な活動） 

 

１．広瀬川と支派川の自然、歴史、文化を学び、広瀬川の利活用、魅力発見に関する協働活動 

２．１、２月を除く清掃活動（毎月第２土曜日／広瀬橋上下６００ｍ両岸）年間３００～５００名 

３．広瀬橋上下の清掃とコミュニティー形成、観察（アユ、サクラマス、サケ遡上、オオハクチョウ等） 

４．五感で感じる川イベント（広瀬川八本松じゃぶじゃぶ池／夏のアユ、秋のサケ掴み、食べる） 

５．コロナ代替イベント 

 その１（７月 笹流し・アユ祭り）協力（会場／大橋下流左岸、主催／名誉会長・伊達泰宗氏） 

 その２（７月 笹流し）主催（会場／宮沢橋下流） 

６．市民会議並びに他団体との協働 

 その１ 広瀬川八本松（親水護岸整備）と協働活動（本会と障がい者団体／国交省管理、県、市） 

 その２ 広瀬川灯ろう流し・花火・コンサート（長町・河原町商店街主催）参加２万人 

７．広瀬川フォーラム開催（随時テーマ／治水・利水・環境のバランスある川づくり） 

８．広瀬川を「五感で感じる」魅力発見に供する市民協働の推進 

９．広瀬川の適正な管理を目的とする管理権限移譲（宮城県から仙台市へ）に関する提言活動 

10．広瀬川大橋上下の左岸河川敷を市の公園とする協働プラン策定 

11．プラン策定のため他団体との「広瀬川フォーラム」を開催 

 


